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故障・不具合対応

モニタ導入時の仕様策定

使用状況に応じたモニタの配置換え

用途にあったモニタの配置（輝度・階調の設定）

技術・知識の習得（または実施者への教育）

試験履歴の管理

測定器（輝度計、照度計など）の管理

資産管理

その他

527

429

312

243

204

197

186

113

16

測定方式の追加

不合格の予防

環境輝度管理の判断管理グレード の追加

管理グレード
最大輝度 輝度比 コントラスト応答

Κδ ％

≧ ≧ ≦±

省略 ≧ ≧ ≦±

－ ≧ ≧ ≦±

運用体制について

国内や海外にある他の規格やガイドラインを参考に、新しく
「管理グレード 」が追加されたよ。
従来の「管理グレード 」は「管理グレード 」と呼ぶことになり、
“B”は省略してもかまわないんだ。
もちろん、これまでと同様に、どの管理グレードで管理するかは
各々の医療機関で用途に応じて判断すればいいんだよ。

より抜粋 「 医療機関は医用モニタ品質管理責任者を選任する。」

「モニタ品質管理者」から「医用モニタ品質管理責任者」に変更に
なったよ。
“医用”をつけて、情報機器用モニタとの差を明確にし、モニタの
試験だけでなく、様々な業務をこなす“責任者”を選任することに
なったの。

より抜粋「医用モニタ品質管理責任者は、診断に必要な医用モ
ニタの表示能力を保証し安定に保つため、必要な技術、知識を習得
し、導入・維持管理・対応について責任を負う。」

アンケートを見ると、モニタの品質管理といっても、こんなに
たくさんの業務があるのね。
責任者を明確にして、管理、運用、ルール作りをこなしてこそ、
モニタの品質は維持されるんだね。

・ 全国施設向けアンケート（ ）より
「試験・点検」以外の診療放射線技師の役割

（複数回答可）

より抜粋「測定に関しては明室での使用を考慮し、
環境輝度を含めて管理するかどうかを決めて管理する。」

ガイドラインが示す管理の仕方では、必ずしも環境輝度は含めなく
てもいいんだ。
でも、明るい部屋では画像の見え方が違うと感じる時があるよね。
その場合には、環境輝度を含めて管理することに決めるといいよ。

より抜粋「試験において、不合格が出ないように管理すること
が望ましい。そのため、合格であっても測定結果を確認し、
変化が大きい場合や判定基準からの裕度が少ない場合には、
メーカーに問い合わせたり、キャリブレーションを実行したりして、
予防に心がけることが必要である。」

これまでのガイドラインには、不合格時の初期対応しか記載されて
なかったの。
だけど、データを分析したり、測定頻度を増やしたりして、不合格を
出さないことがもっと重要ね。

望遠型方式 密着型方式
（照度計併用）

前面センサー内蔵型方式
（照度計併用）

付属書 に測定方式が追加されたよ。
測定方式について「 （ ）」の内容を
反映したんだね。ポイントは２つ。
1. “c.”のモニタの前面にセンサーを内蔵した方式が追加されたこと
照度計を併用することで、環境輝度の簡易測定が可能になったこと
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